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水 と 衛 生 月 間　
未来を担う子どもたちに安全な水と衛生設備を

世界ローターアクト週間
奉 仕と友情の輪を広げる青少 年のために
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吹上

シカゴは
寒さが厳しい

　それはさておき、このコーディネーターの

勉強会の時に感じ今でも頭に残っている話を

したい。今回の50名程の参加者が一堂に会

する時もあるが、通常は10 ～ 15名程度のグ

ループでの勉強、そう、日本で言うRLI方式

のグループ討議で行う。そのグループ討議の

中で「私の担当地域には敵対する国がある。」

との発言。ギリシャの女性だ。敵対している

国が１つの地域を形成しているのか？と私は

思う。更に彼女の発言「そんな所へ私はいけ

ません。」と、 ディスカッションリーダー の言

「では、敵対している国へはコーディネーター

補佐を任命しなさい。そうすれば貴女がその

国へ行く必要はなくなります。」かなり事務的

な回答だった。「ふむー、リーダーも慣れてい

るなー。」これは私の感想。すると質問の彼女

「それから私の担当地域には、女性を認めて

いない国が含まれています。」再びリーダー「そ

の場合もコーディネーター補佐を任命しなさ

ないと夏の水枯れが心配になる。

　この寒さで私はシカゴの寒さを思い出す。

３年前の2017年３月、現地で丸 ４々日間（往

復を入れると１週間）の研修を受ける為シカ

ゴ郊 外 のエヴァンストンにあるロータリー本

部へ行ってきた。これは、地域指導者セミ

ナーで世界34ゾーン（40地域）のロータリー

コーディネーター・公 共イメージコーディネー

ター・ロータリー財団コーディネーター・大口

寄付コーディネーターがその任に就く前の必

修講習だ。任期は３年なので50名程度が

集って受講する。日本からは第１ゾーンでは

私だけ、第２ゾーンで公共イメージコーディ

ネーターの渡辺治夫さん（横須賀RC）、第３

ゾーンでロータリーコーディネーターの若林紀

男さん（大阪東RC）の３名だった。

　で、受講の内容は兎も角、一番思い出さ

れるのはここシカゴの寒さだ。我々が行った

時には、朝はマイナス10度以下、日中でもマ

イナス気温。おまけにオンタリオ湖から吹き

上げる風が体温を奪う。体感温度は実気温

よりさらに低い。ロータリー本部内の教室に

よって温度が異なり、寒い部屋では、ダウン

ウエアーを着たままの受講だった。

　節分とは、季節の変わり目の前の日の事

で、立春・立夏・立秋・立冬の前の日の事を

云うのだそうだ。で、立春になり七十二気候

では東風解凍（はるかぜこおりをとく：春の風

が川や湖の氷を解かし始める頃）というのだ

そうだ。この号が発刊される頃には啓蟄と

なり、七十二気候では蟄虫啓戸（巣ごもりの

虫が戸をひらく）と言い、かなり暖かくなる

だろうが、この稿を書いている今では、真

冬の寒さがやってきたような気がす

る。マイナス５度、今冬の最低

気温だ。週明け迄この寒さ

が続くという。山沿いの

方々には気の毒だが、

雪も降って貰わ

2017年地域指導者セミナーでの集合写真（上階右から４番目が鈴木ガバナー）2017年地域指導者セミナーでの集合写真（上階右から４番目が鈴木ガバナー）

多様性（Diversity）
という言葉の重みを

実感した話
国際ロータリー

第2570地区ガバナー

鈴木 秀憲
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扨、今月は水と衛生の月間です

い。」と、リーダー。「そうか、宗教上の理由

で女性を認めていない国も同じ地域にあるの

か。」日本では考えられない事だ。夫々の国の

ロータリー会員が多ければ、一つの地域（地

区の集合体）を形成出来、国の違いや宗教の

違いに頭を悩ます事は無くなるが、質問した

彼女の担当地区は９地区あり、夫々の国が有

る。会員数が少ないと当然の事となり、人種

や民族・宗教の違いは大きな壁になると考え

る。そこで出てくる言葉がDiversityだ。日本

語訳は多様性であり「様々な様子・様態があ

る事」となって居る。ロータリーのどこかに出

ていた日本語注によると「仲良くする事」とあっ

た。その通りだが、これでは状況が分からな

い。Diversityを英和辞書で引いたら「企業や

学校等に人種・民族・宗教等の異なる様々な

人がいる事」と出ていた。

　ロータリーにある中核的価値観──、

奉仕（Service）、親睦（Fellowship）、

高潔性（Integrity）、多様性（Diversity）、

指導力（Leadership）の一つで有るDiversity

と言う言葉の重みを改めて感じたと同時に、

日本ではこんな問題が無く平和だなと感じた

よりも、平和ボケしているとも感じた。

　話は変わるが、2018年４月末からの連休

を利用して、旧ユーゴスラビアの国々を車で

回った。 旧ユーゴスラビアを書くとなると、

私の頭の中では整理しきれない。その歴史

は別稿に任せるとし、現状の旧ユーゴスラビ

アは、クロアチア、スロベニア、マケドニア、

ボスニアヘルツェゴビナ、 セルビア、 モンテ

ネグロがある（他にセルビアの中にコソボ自

治州がある）。現在は夫々が独立して表面的

には、問題は無い。特にクロアチアはドブロ

ヴニクやプリトヴィッツェ等世界遺産としても

有名な観光地が有り、多くの人々が行ってい

る。私自身も2008年に行った時でも、ここ

が近隣国と戦争していたとは思えないほど、

安全で平和な所と感じた。

　が、国境越えとなると話は別だ。一昨年4

月には、ハンガリーのブダペスト空港で車を

借り、ハンガリーからセルビアへ入りベオグ

ラードで1泊。 翌 日はセルビアからモンテネ

グロへ。その翌日はモンテネグロからドブロ

ヴニクへ入り更 にボスニアヘルツェゴビナへ

入ってサラエボ泊。その翌日はスロベニアへ

と、全て車での国境越え旅行をしてきた。

　つい数年前迄、夫々がいがみ合っていた。

否、今でも心の中では複雑にいがみ合って

いる。周辺の国との国境を車で超える時に

この事を如実に感じた。検問に時間をかけ

ている。特に周辺国の車（に乗っている人）

に対して。しかしこの車列に並んでいる関係

ない国の車にとっては、前の車が終わるまで

待っていなければならないので迷惑な話し

だ。事実、国境を数回超えたが、いずれも

数台の車しか並んでいないのに1時間以上を

要した。我々日本人に対しては２～３分で済

むのだが、お互いに敵対していた国の人が

通過する時には時間がかかる、否かけてい

るのだ。同じスラブ人同士だが、民族の違

いや宗教の違いは未だにくすぶっていると思

える。Diversityは難しい問題だ。

　1992年12月、国連は3月22日を世界水の日

（World Water Day）と定めた。我が国では、

毎年8月1日を「水の日」、この日を初日とする

1週間を「水の週間」として、この期間中に水

資源の貴重さ、水資源開発の重要性などに

ついて考えることとしているが、「世界水の

日」は、世界的な観点からもう一度、水の貴

重さ、大切さについて世界中の人 と々一緒に

見つめなおす「地球と水を考える日」とするこ

ととしている。

　今日、18億人が汚染された水を飲用水と

しており、コレラ、赤痢、腸チフス、ポリオ

のリスクに晒されているという。国連は2015

年に持続可能な開発目標（SDGｓ）を定め、

極度の貧困をなくすカギとして、安全な水へ

のアクセス確保を目標に定めている。

　グローバルに考え、 ローカルで動く水 は

河川・湖沼からやがては海に流れ、広範囲

の環境に影響をおよぼす。国土交通省では

「地球規模で考えて、地元で行動を起こしま

しょう。」と、言っている。地元の役所の生

活環境課と連絡を取れば、地元のニーズを

調べる事が出来るそうだ。

　ロータリーの水への取り組みは、きれいな

水の確保と共に、遠くまで水くみに行く子供

の負担を取り除き、子供達に勉強してもらい

たいという思いから、外国での井戸掘り事

業が知られている。地域社会で身近な奉仕

活動として、河川や湖沼の清掃作業もきれい

な水の確保につながると考える。一度クラブ

で話し合ってみたら如何であろう。

クロアチアからボスニアヘルツェゴビナへの国境越えのクロアチアからボスニアヘルツェゴビナへの国境越えの
時間待ち。1時間はかかる時間待ち。1時間はかかる

高層ビルの街シカゴ　背景はオンタリオ湖高層ビルの街シカゴ　背景はオンタリオ湖

民族の違いで同じ人
種が今でも敵対の気
持ちを持っている





5



G
O

V
E

R
N

O
R

’s
  M

O
N

T
H

L
Y

  L
E

T
T

E
R

  N
o

.9
 (

1s
t 

M
a

rc
h

 2
0

2
0)

6

Region 1 & 2 & 3

　1992年3月、RI理事会はローターアクト創

立25周年を記念して、３月13日を含む１週間

を「世界ローターアクト週間（World Rotaract 

Week）」に指定しました。

　「ローターアクト」は、「ロータリー」（Rotary）

と「行動」（Action）を結び付けたものです。

　1968年3月13日は、世界で初めてのノース

シャーロット・ローターアクトクラブ（RAC）が

できた日です。

　日本で最初の創立は、2570地区川越RC

によって提唱され、川越ローターアクトクラブ

（東京国際大学）が設立されました。アメリカ

で初めてRACができてから間もない1968年６

月1日です。

　ローターアクトは、今日約184ヶ国で約10,900

クラブ、25万人以上の会員を擁するまでに拡大

しました。ローターアクトクラブは、18 ～ 30歳

の大学生および若い成人のためのクラブです。

その中で自分のパワーやプロの腕前を発揮す

る機会が与えられ、地域社会や世界が必要と

している問題に力を注ぐことができます。

　奉仕は他人への思いやりの心の形成であ

り、人の心を豊かにしてくれます。

　未来のリーダーを育む、ローターアクトクラ

ブの活躍が一層飛躍発展し、若きリーダーが

世界へとはばたく大きな一歩になることを確

信しています。

　2020年１月18日（土）、午後2時からベル

ヴィザ・グランに於いて県立所沢高等学校イ

ンターアクトクラブ認定状伝達式が、鈴木秀

憲ガバナーをはじめ所沢高校生15名、所沢東

ロータリークラブ、地区ロータリアン73名で盛

大に挙行されました。

　所沢高等学校インターアクトクラブを提唱

された所沢東ロータリークラブに敬意を表わ

すとともに深く感謝申し上げます。

　特に所沢高等学校IAC会長中島萌栞さん

のごあいさつの中で、「入学して間もなく、友

達数名と何かをしたい、何かをしよう。す

るとその気持ちをもつ友人たちが増え、ア

クションを起 こせるインターアクトと出 会 い。

ロータリーの皆さん、私達にチャンスを下さ

い教えて下さい」という驚くほどのAction。素

晴らしいあいさつを頂き、ロータリアン全員

が感動を覚えました。

世界ローターアクト週間に寄せて世界ローターアクト週間に寄せて

青少年奉仕委員会
アクト小委員会委員長

後藤　賢治
入間

　今回はロータリー財団の補助金を活用した公
共イメージと認知度の向上例を紹介します。
　当2600地区の松本市は三つの「ガク都」をう
たっています。優先順位はありませんが一つは市
内から身近に見える北アルプスの雄大な山々の玄
関口としての「岳都」、二つ目は信州大学や松本大
学などのキャンパスがある街としての「学都」、そ
して三つ目は国際的な音楽祭「セイジ・オザワ松
本フェスティバル」やバイオリンなど弦楽器の指導
法「スズキ・メソード」発祥の地でもある街としての

「楽都」です。
　そこで当地区で最も歴史のある松本ロータリー
クラブは公共イメージと認知度の向上と「楽都」と
してのPRを願ってユニーク且つ大変意義のある取
り組みをしました。
　NHKテレビに『駅ピアノ、空港ピアノ』という番

組があります。駅や空港など多くの人々が行きか
うスペースにピアノを置いて誰でも自由に弾く事が
出来るというものです。
　そんな公共の場にピアノを置く「ストリートピア
ノ」が欧米で広がりを見せている事から松本の玄
関口で楽しくピアノを弾いてもらい音楽が溢れる
空間を創りだそうと願い松本ロータリークラブの
直前会長、折井正明さんを中心に財団補助金と
クラブの支援でピアノを購入「楽都まつもと夢ピア
ノ」と名付けJR松本駅自由通路に設置しました。
お披露目コンサートには駅の利用者など100名近
くが集まり長野市出身でワルシャワ在住のピアニ
スト山本貴志さんがショパンの2曲を演奏したり
小学校5年生がジャズを演奏し聴衆を楽しませて
くれました。ピアノの脇には私達ロータリアンの誇
りのシンボルであるロータリーエンブレムが大 き

く入ったスマートなアクリル板が置かれロータリー
クラブがこのピアノを設置した事を人々に伝え公
共イメージと認知度の向上に大いに役立っていま
す。この奉仕活動はテレビや新聞で大きく取り上
げられましたが一か月半後にも新聞で一面カラー
で再度報道されました。そして嬉しいことにこの
ピアノの調律師が松本ロータリークラブに入会す
るという事もあり、やはり公共イメージと認知度
の向上が会員増強の為にも不可欠だと改めて実
感しました。日本中の多くの駅や空港などでロー
タリークラブが設置したピアノが多くの人々の心
を和ませ結果としてロータリーの公共イメージと
認知度の向上になり更に会員増強に繋がるならば
夢の様な素晴らしい事ではないでしょうか。

第２地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　原　拓男
新会員に対する早期のロータリー哲学教育の重要性

2020 年 2 ⽉号
発⾏：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
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第5回青少年交換オリエンテーション第5回青少年交換オリエンテーション
ウインターキャンプで茶道教室、書き初め、ほうとう作り

　2020年１月11日、12日嵐山町の国立女性

教育会館にて､ インバウンド学生3名、アウ

トバウンド候補生３名、ローテクス８名、青

少年交換委員６名の参加を得て、ウィンター

キャンプを開催しました。

　１日目は９時30分に国立女性教育会館ロ

ビーに集合して、10時より茶室響書院で茶道

教室。茶道の宮本紀子先生による懇切丁寧

な説明をみんな正座にて聞き、作法を習い

お茶を頂き、そのあとお茶の点て方も実際

麺づくりから行いました。始めたところイタリ

アからの学 生フェデリカはピッザ作りが得意

でほうとうを上手に作っていました。出来上

がり試食会をしていたところ、米山記念奨学

委員会の皆様にも試食して頂き好評でした。

　最後にイン、アウトの共同発表は二人羽

織で最高に盛り上がり、実り多いオリエン

テーションが出来ました。ありがとうござい

ました。

に習い日本の文化に触れながらの実習でし

た。午後にはお正月の行事の一つ、書き初

めをアウトバウンド、インバウンドが行い、イ

ンバウンド学生は自分の名前の当て字をロー

テクスに習い、一生懸命慣れない筆で書き

ました。夜はローテクスの指導でアプリケー

ションの作成､ イン、アウト学生同士各国の

情報交換など遅くまで頑張っていました。

　２日目は野口健吉委員の指導でほうとう作

りの実習をイン、アウトの組み合わせチームで

青少年奉仕委員会
青少年交換小委員会委員長

中島　洋志
所沢東
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ロータリー米山記念奨学部門･面接選考ロータリー米山記念奨学部門･面接選考
価項目にしたがって、公平に選考しています。

選考が終了しましたら、選考に関わったすべ

ての資料はコピーも含めて、全て奨学会に返

却しなければなりません。また審査の方法・

内容もいっさい他言無用です。そのくらい厳

しいです。

　すでにこの月信が発行される時には、世話

クラブは決まっているはずです。受けいれて

いただけるクラブの皆様、私達、地区役員が

一番辛いのがこの面接選考です。奨学会から

の候補者は、優秀で良い子ばかり、大変辛い

気持ちの中、悩みに悩みながら選択した13名

の新奨学生をよろしくお願いいたします。

　また、新奨学生の受け入れはすでに19ク

ラブから申し込みが届いており、６クラブは

お断りしなければなりません。選に漏れたク

ラブの皆様には心よりお詫び申し上げます。

　結びに、これも恒例、両日とも事前準備、

受付連絡雑用まですべて、先輩の学友の指

導のもと奨学生が後輩の為に献身的に協力

してくれています。おかげで私達地区役員は

２日間、面接選考だけに専念できた事を付

け加えさせて頂きます。

　2020年１月11日（土）12（日）、国立女性教育

会館にて、相原年度の米山記念奨学生の面

接選考を行いました。面接数は採用者の３倍

未満と決められています。当地区の４月から

の奨学生は16名です。継続の奨学生が３名

おりますので、米山記念奨学会からの推薦

の33名を面接して13名を選定いたしました。

　米山奨学金は、経済的に困っているから

支援するものではありません。国籍で判断も

していません。日本語が上手なだけでも、成

績が優秀なだけでも、合格できません。米

山奨学事業の使命は、日本と母国との懸け

橋となる優秀な人材を育成することです。

　その資質がある留学生を、全国共通の評

ロータリー米山記念
奨学委員会委員長
島﨑　義春

RLIとは
　ロータリー・リーダーシップ研究会のこ

とです。

　ロータリー・リーダーシップ研究会は質

の高いリーダーシップ教育でロータリーク

ラブを強化するための、草の根の多地区

リーダーシップ開発プログラムです。

RLI partⅢ開催報告RLI partⅢ開催報告 研修委員会RLI担当
渡邊　藤男

　１月19日（日）国立女性教育会館で開催

されましたpartⅢにはDL（ディスカッション

リーダー）を含め50名近くの会員の方にご参

加いただきました。

　今回は新会員（１年～３年）のクラスを設

けておらず、シニア会員の皆様と一緒のクラ

スで６時間貴重な体験をしていただきました。

　皆様には自由にご意見を述べていただいた

のとロータリーにとても前向きな姿勢が印象

的でした。

　次回は、partⅠ～ partⅢを終了された方向

けに養成コースを３月21日（土）に開催いたしま

す。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

熊谷南

行田
さくら
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楽しかった補佐訪問
　昨年５月末のことです。ガバナー補佐の予

定であった篠塚会員が体調を崩され、急に

補佐をお受けすることになりました。翌日、

コンサートツアーの日程表のような補佐訪問

とガバナー訪問の日程表を渡されると、軽い

眩暈を覚えました。「急になるんだ。」「急にな

るんだ。」とつぶやきながら、７月と８月の仕

事の予定を延期しました。このように「急に

なり」気持ちが落ち着かないときには、「桑田

佳祐」さんの曲を聞くに限ります。桑田さん

は、サザンオールスターズ、「サザンが９（急）

になります。」

　急になって補佐訪問をどのようにやったら

いいかわかりません。諸先輩にお聞きするこ

とも考えましたが、お聞きしないことにしま

した。お聞きしたとおりにすることができず、

自分自身楽しくないような気がしたからです。

自分がしたいように、できることを楽しくや

ろうと決めました。よく楽しいロータリーとい

うことが言われますが、まず自分自身が楽し

んでやることが一番と思います。

　補佐訪問では、会長挨拶の前に、バイ

オリンを短く演奏することにしました。これ

は、我が新所沢クラブの姉妹クラブになる

予定の台湾南光クラブの式典に行ったとき

に、挨拶の前に音楽を演奏し、盛り上がっ

ていたことを思い出したからです。また、好

きな手品の形式で各クラブの特徴を表すこと

にしました。卓話は、自己紹介と４つのテス

トについて自分の仕事を通じて話すことにす

ればできそうな気がしてきました。知らない

クラブに一人で行くのは、アウェイに行く気

分で心細いです。毎回会員の方に随行して

いただくことにしました。こうして補佐訪問

が始まりました。

 2570地区内グループ紹介／ 2570地区内グループ紹介／第３グループ

　「例会では食事がなく、例会後の飲み会が

楽しい新狭山」「食事がチラシ寿司で最もお

いしかった入間南」「美術館が素晴らしかっ

た入間」「出席率が素晴らしい。今後ガバ

ナーがいつ出てもおかしくない飯能」「アット

ホームでバイオリンを気持よく弾けた日高」、

「老、壮、青のパランスが取れている所沢」、

「自分のクラブなので、自己紹介をするのが

少し恥ずかしかった新所沢」「土方会長から

レモンの植木をいただいたのが嬉しかった

所沢中央」「パスト会長に支えられ安定感が

ある所沢東」「バイオリンのアンコールが嬉し

かった所沢西」「会長エレクトがようやく決ま

り本当によかった所沢中央。先日の会長幹

事会で笑顔の東会長とお会いできました。」

　こうしてバイオリンと手品の道具を携えな

がら、地方巡業のようなガバナー補佐訪問を

無事終えることができました。ガバナー補佐

にならなかったら、各クラブを訪れることは

なかったと思います。我がクラブの良さも再

確認できました。本当に貴重な経験をさせ

ていだだきました。

　2019年の規定審議会において、会員の

「多様性の推進」という言葉が盛り込まれま

した。補佐訪問を含めクラブの運営のあり

方についても多様性が広がれば、ロータリー

はどんどん楽しくなるという気がしています。

第３グループガバナー補佐
徳永　眞澄

第3G

第１G

第2G

第4G第4G

第5G第5G

第１G

第3G

新所沢
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２月号

新入
会員

渡辺　幸紀
武蔵野銀行　川越支店
支店長
2019 年 11 月 19 日
相原茂吉　今泉博

佐藤　道晴
六三四堂印刷㈱
代表取締役
2019 年 12 月３日
小髙章　坂口孝

中野　和也
中 野 美 装
代表
2019 年 12 月 10 日
市川好康

氏 名

勤務先
役 職
入会日
紹介者

第４グループグローバル補助金事業

　今回、台湾にてグローバル補助金を活用し

た人道的支援事業（超音波診療車寄贈）を行

いました。

　実施国側代表提唱クラブに桃園北ロータ

リークラブ 、援助国側代表提唱クラブに本

庄南ロータリークラブとなります。

　第４グループ11クラブのご承認を頂き、11

クラブ提唱にて事業が出来ました。提唱クラ

ブとして各クラブ会長幹事様にご尽力頂きま

したこと、心より感謝申し上げます。

　日本だけでなく、近年では台湾でも在宅医

療の気運が高まっています。現在の台湾の高

齢化率はまだ12% 程度で日本ほどではありま

せんが、2050年には日本と同等かそれを上回

る高齢化率になると予想されているそうです。

世界一の高齢化率となっている日本をはるか

に上回るスピードで高齢化が進むため、へき

地医療対策は台湾にとって喫緊の課題とのこ

とです。

　現在、台湾では病院にしか在宅医療が認

められていないとも聞いております。診療報

酬上、診療所には在宅医療が認められてい

ないそうですが、それでも、急速な高齢化

がもたらす医療や介護、福祉の課題を解決

する鍵は在宅医療であることと思います。こ

の在宅医療の普及を不可欠と考え、今回超

音波診療車寄贈が出来たことを心より嬉しく

思います。

　 今 年 度 国 際ロータリーテーマであります

「ロータリーは世界をつなぐ」ことが、台湾４

クラブと第４グループ11クラブにおいて国際

ロータリーを感じることができ、次年度テー

マであります「ロータリーは機会の扉を開く」

ことにつながればと切に願います。

川越 川越 新所沢

第４グループガバナー補佐
村田　貴紀 本庄南
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表彰

内田　学

野溝　守

小川　雅以

新井　隆

山本　正幸加藤　玄静

長谷川健一 藤島　弘士

田久保眞理子

師岡　友次

長堀　洋

粂原　恒久

西田　善明

清水　龍男齊藤　恭一

内田　庄治

矢島　淳一 長谷川恒一

高柳　育行

久保田一男

田中　治男

大野　年司小川　雅以

馬場　弘

荒木　和之 中島　正義

髙橋　福八

ポール・ハリス・フェロー

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

ポール・ハリス・ソサエティ

メジャードナー

ベネファクター

米山功労者

米山功労者マルチプル

米山功労者メジャードナー

川越 川越 川越

朝霞 熊谷 熊谷

熊谷 熊谷

熊谷

熊谷

行田行田行田 行田行田

行田

本庄 本庄

本庄

本庄

越生
毛呂

所沢西

所沢西 川越
中央

川越
中央

川越
中央

川越
中央

9
回目

14
回目

4
回目

4
回目

6
回目

3
回目

5
回目

4
回目

4
回目

6
回目

4
回目

5
回目
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４
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（
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Ｒ
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第
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（
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クラブ名

出席率（％） 会員数（人）

川　越 4 80.63 77.22 94 94 0 1 5 5 -1 0 2
東松山 2 68.0358.59 25 24 0 0 0 1 0 -1 1
小　川 4 82.13 80.60 9 8 0 0 0 1 0 -1 2
坂　戸 4 75.00 77.79 31 31 0 0 0 0 0 0 1

越生毛呂 4 66.40 59.66 17 17 0 0 0 0 0 0 1
川越小江戸 3 68.75 76.99 15 15 0 0 0 0 0 0 1

川越西 4 75.48 77.14 17 17 0 0 0 0 0 0 1
鶴ヶ島 4 92.0093.60 29 29 0 0 1 1 0 0 3

川越中央 3 71.12 72.56 28 28 0 0 2 2 0 0 0
坂戸さつき 2 65.0072.26 20 20 1 0 1 1 1 0 4

東松山むさし 2 88.75 86.30 43 43 0 0 0 0 0 0 6
小 計 36 75.75 75.70 328 326 1 1 9 11 0 -2 22

朝　霞 3 96.00 97.71 28 28 0 0 0 0 0 0 0
志　木 3 98.41 95.08 47 47 0 0 1 1 0 0 2
富士見 3 80.5080.33 45 42 0 0 0 3 0 -3 0
新　座 3 78.26 80.67 29 28 0 1 0 1 -1 -1 2
和　光 2 100.00 79.76 6 5 0 0 0 1 0 -1 2

朝霞キャロット 3 81.82 82.60 12 11 0 0 0 1 0 -1 0
新座こぶし 2 81.30 88.11 8 8 0 0 0 0 0 0 2

小 計 19 88.0486.32 175 169 0 1 1 7 -1 -6 8

入　間 4 74.64 73.64 42 40 0 0 0 2 0 -2 2
所　沢 3 78.66 72.91 58 59 1 0 2 1 1 1 3
飯　能 4 95.28 89.66 60 59 1 0 2 3 1 -1 0
新所沢 3 80.95 87.80 20 23 0 0 3 0 0 3 2
日　高 4 54.69 60.82 19 19 0 0 0 0 0 0 3
所沢西 2 95.20 86.94 30 31 1 0 1 0 1 1 3
新狭山 3 82.18 72.18 15 16 0 0 2 1 0 1 0
所沢東 4 91.22 87.97 44 45 0 0 2 1 0 1 2
入間南 3 83.73 84.58 43 43 0 0 0 0 0 0 0

所沢中央 3 82.20 88.19 24 23 0 0 0 1 0 -1 2
狭山中央 3 81.70 83.29 30 27 0 0 0 3 0 -3 5

小 計 36 81.86 80.72 385 385 3 0 12 12 3 0 22

深　谷 4 74.07 68.07 57 58 0 0 1 0 0 1 11
本　庄 4 78.00 69.25 78 78 0 0 1 1 0 0 5
秩　父 4 75.50 79.97 50 51 0 0 2 1 0 1 1
寄　居 2 88.8886.43 23 27 0 0 4 0 0 4 0
児　玉 2 100.00100.00 3 3 0 0 0 0 0 0 0
岡　部 3 100.0092.51 14 13 0 0 0 1 0 -1 1
深谷東 4 62.3066.55 67 68 1 0 3 2 1 1 0
川　本 2 85.0080.86 8 7 0 0 0 1 0 -1 0

皆野・長瀞 3 78.80 77.46 11 11 0 0 0 0 0 0 0
本庄南 3 73.33 76.61 15 15 0 0 1 1 0 0 2

深谷ノース 3 77.77 81.37 32 30 0 1 0 2 -1 -2 1
小 計 34 81.24 79.92 358 361 1 1 12 9 0 3 21

熊　谷 4 76.15 71.93 89 92 0 0 5 2 0 3 3
行　田 3 59.30 51.41 64 63 0 0 1 2 0 -1 5
羽　生 4 61.27 67.34 48 48 0 0 0 0 0 0 4
加　須 3 90.48 82.93 26 25 0 0 0 1 0 -1 1
熊谷西 2 56.00 74.00 9 10 0 0 2 1 0 1 0

行田さくら 4 62.80 64.77 50 52 1 0 3 1 1 2 2
熊谷東 4 71.32 68.19 28 27 0 0 0 1 0 -1 2
吹　上 3 87.00 86.11 7 8 0 0 2 1 0 1 2

熊谷籠原 4 85.86 80.31 28 29 1 0 2 1 1 1 0
熊谷南 2 47.90 52.82 22 24 0 0 2 0 0 2 3
小 計 33 69.81 69.98 371 378 2 0 17 10 2 7 22

 

男性会員数
78.84 78.08

1525 1524 7 3 47 48 4 -1

女性会員数 92 95 0 0 4 1 0 3

合　　計 1617 1619 7 3 51 49 4 2

女
性
会
員

本
年
度
純
増
数

１
月
度
純
増
数

本
年
度
退
会
者

本
年
度
入
会
数

１
月
退
会
者

１
月
入
会
数

１
月
末
現
在

年
初（
７
／
１
）

　

通　
　

算　

　

当　
　

月　

例　

会　

数

50
Ｒ
Ｃ

■ 会員数・出席率 ■（2020年1月）

３
月

1 （日）ロータリー財団委員会／Ｒ財団奨学生応募受付
8 （日）Ｒ米山記念奨学委員会／奨学生・修了式・歓送会

14（土）ロータリー財団委員会／
第2回Ｒ財団セミナー＆補助金管理セミナー

15（日）PETS（会長エレクト研修セミナー）
21（土）研修委員会／ＤＬ修了コース　実施
29（土）第1グループ　Intercity Meeting
30～1 （月）～（水） 青少年奉仕委員会／スプリングキャンプ

４
月

5 （日）Ｒ米山記念奨学委員会／
新奨学生オリエンテーション・カウンセラー会議

18（土）地区大会（第1日目）
19（日）地区大会（第2日目）
25（土）ロータリー財団委員会／第4回オリエンテーション
26（日）地区研修協議会

30（木）ロータリー財団委員会／
「Ｒ財団奨学生」募集申請書地区締切

５
月

8 （金）ロータリー財団委員会／第1次選考試験（申請書類審査）
11（日）ロータリー財団委員会／第1次合格通知発表

15（金）ロータリー財団委員会／
知事表敬訪問（2020 ～ 21年度派遣R財団奨学生）

16（土）ロータリー財団委員会／第2次選考試験（語学試験・ロー
タリーの知識・面接）選考会議

18（月）ロータリー財団委員会／第2次合格通知発表
23（土）Ｒ米山記念奨学委員会／ロータリーの森清掃活動

31（日）

ロータリー財団委員会／
2019 ～ 20年度地区補助金報告書提出締切
2020 ～ 21年度地区補助金申請書提出締切
クラブ覚書（ＭＯＵ）提出締切

未定 青少年奉仕委員会／
閉講式（第10回オリエンテーション）

未定 青少年奉仕委員会／埼玉県知事公式訪問

■ スケジュール ■（2020年3－５月）

ガバナー月信　第９号　2020年３月１日発行

2019－2020年度ガバナー　鈴 木　秀 憲
国際ロータリー第2570地区　地区事務所
〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町２丁目５番14号
ガーデンホテル紫雲閣内

TEL（0493）21－2570　FAX（0493）21－2571
E -ma i l＝d-of f ice@mai l . r id2570 .g r . jp
Website＝h t tps : / /www. r i d2570 . g r . j p
月信原稿送信先＝info2019@r id2570 .g r . jp

今月の表紙：
古本　良子　第３グループ　　 幹事（左）

仁科　陽子　第３グループ　　 会員（右）

2019-20鈴木秀憲年度ガバナー月信の表紙におきましては、国際ロータリー第2570地区で活躍する女性ロータリーメンバーを紹介させて頂いております。

所沢
中央

日高

　本月信の４～５頁に掲載のプログラムに従い、４月18・19日に地
区大会が開かれます。
　鈴木秀憲ガバナー主宰のこの地区大会には、田中RI会長代理
や菅野中尊寺元住職の講演や、各委員会の活動や各クラブの奉
仕プログラムの報告等、今後の奉仕活動に参考となり、又お楽し
みいただけるとともに、親睦を深めあう機会になると思います。多
くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。

地区事務所より
　地区事務所のパソコンがウイルスに感染し、皆様に大変ご迷惑
をお掛けしてしまいましたが、２月６日、パソコンの入替、セキュ
リティ対策装置、外部記憶装置の増設の対策が完了いたしまし
た。今後とも地区事務所のご利用よろしくお願いいたします。

地区幹事　藤倉　武

ガバナー月信編集委員会からの訂正のお願い
ガバナー月信8月号（No.2）５ページの規定審議会報告、記載の訂正
1）クラブ運営
④19-26：（略）	 誤　例会前の少なくとも20日前に
	 正　例会前の少なくとも21日前に
お手元のガバナー月信8月号に訂正を加えて頂きますよう、宜しく
お願い申し上げます。


